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造
住
宅
の
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診
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木
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住
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の
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を
補
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「
八
街
の
近
世
再
発
見
」
と

題
し
て
古
文
書
講
座
を
行
い
ま

す
。

　

八
街
市
内
に
所
在
す
る
古
文

書
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
二
百

年
前
の
記
録
を
つ
づ
っ
た
古
文

書
の
読
み
方
や
江
戸
時
代
の
八

街
の
歴
史
を
、
駒
澤
大
学
の
先

生
方
か
ら
わ
か
り
や
す
く
教
え

て
頂
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

江
戸
時
代
に
生
き
た
人
々
の
息

遣
い
や
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
姿
、

そ
し
て
い
に
し
え
び
と
の
心
を

感
じ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

と　

き

　

６
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、　

　

24
日
、
７
月
１
日
（
日
曜
日
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
中
央
公
民
館

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

　
　
　
　
（
成
人
の
み
）

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

※
申
し
込
み
は
５
月
２
日
〜
18

日
ま
で
郷
土
資
料
館
に
て
受
け

付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
郷
土
資
料
館

☎
４
４
３
―
１
７
２
６
へ
。

古
文
書
講
座

と　

き　

６
月
３
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

市
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

　
　
　
　

で
編
成
し
た
チ
ー
ム

部　

門　

・
男
子
の
部

　
　
　
　

・
女
子
の
部

　
　
　
　

・
混
合
の
部

　
　
　
　

・
初
心
者
男
子
の
部

　
　
　
　

・
初
心
者
女
子
の
部

　
　
　
　
（
全
部
門
ダ
ブ
ル
ス
）

※
各
部
門
と
も
申
込
状
況
に
よ

り
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

費　

用　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０

　
　
　
　

円
（
当
日
徴
収
）

申
込
期
限　

５
月
25
日
㈮

　

申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
市
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
内
）

☎
４
４
３
―
１
４
６
５
へ
。

第
９
回
八
街
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

今
年
で
17
回
目
を
迎
え
る
市

民
音
楽
祭
は
、
市
内
の
中
学
校

・
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
や
合

唱
部
、
市
内
外
で
活
躍
し
て
い

る
吹
奏
楽
団
や
合
唱
サ
ー
ク
ル

が
出
演
予
定
で
す
。
各
団
体
が

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
す
。
ま
た
、
市
制
施
行
20

周
年
に
ち
な
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

５
月
20
日
㈰

　

開
場
：
午
前
11
時

　

開
式
：
午
前
11
時
30
分

と
こ
ろ　

市
中
央
公
民
館

予
定
出
演
団
体
（
順
不
同
）

　

八
街
中
学
校
（
吹
奏
楽
部
・

　

合
唱
部
）
、
八
街
中
央
中
学

　

校
（
吹
奏
楽
部
）
、
八
街
南

　

中
学
校
（
吹
奏
楽
部
）
、
八

　

街
北
中
学
校
（
吹
奏
楽
部
）
、

　

千
葉
黎
明
高
等
学
校
（
吹
奏

　

楽
部
）
、
八
街
高
等
学
校
（
吹

　

奏
楽
部
・
合
唱
部
）
、
音
葉

　

ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

　

八
街
市
ウ
イ
ン
ド
・
シ
ン
フ

　

ォ
ニ
ア
、
コ
ー
ル
ひ
ま
わ
り
、

　

そ
よ
か
ぜ
、
八
街
女
声
コ
ー

　

ラ
ス
、
八
街
少
年
少
女
合
唱

　

団
費　

用　

無
料

※
出
演
団
体
は
、
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
来
場
さ
れ
る
際
は
ふ
れ

あ
い
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
車
で
来
場
さ
れ
る
方

は
、
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
な
お
、
臨
時
駐
車
場

と
し
て
、
八
街
中
央
中
学
校
お

よ
び
つ
く
し
園
駐
車
場
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
☎
４
４
３

－

１
４

６
４
へ
。

市
制
施
行
20
周
年
八
街
市
民
音
楽
祭

　

市
で
は
、
地
震
時
に
お
け
る

木
造
住
宅
の
安
全
性
を
高
め
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
前
に
着
手
さ
れ
た
場
合

は
、
補
助
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

12
月
21
日
㈮
ま
で

募
集
戸
数　

各
10
戸

耐
震
診
断
費
補
助

対　

象

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

　

建
築
さ
れ
た
在
来
軸
組
工
法

　

に
よ
る
２
階
建
以
下
の
木
造

　

住
宅

補
助
額

　

耐
震
診
断
に
要
す
る
経
費
の

　

３
分
の
２
以
内
（
千
円
未
満

　

は
切
り
捨
て
、
上
限
額
は
８

　

万
円
）

耐
震
改
修
費
補
助

対　

象

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

　

建
築
さ
れ
た
在
来
軸
組
工
法

　

に
よ
る
２
階
建
以
下
の
木
造

　

住
宅
の
改
修
工
事
で
耐
震
診

　

断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点

　

が
１
・
０
未
満
の
も
の
を
耐

　

震
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
に

　

よ
り
１
・
０
以
上
と
す
る
も

　

の
（
上
部
構
造
評
点
１
・
０

　

以
上
を
確
保
す
る
こ
と
で
、

　

地
震
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性

　

が
低
い
住
宅
と
な
り
ま
す
）

補
助
額

　

耐
震
改
修
に
要
す
る
経
費
の

　

１
０
０
分
の
23
以
内
（
千
円

　

未
満
は
切
り
捨
て
、
上
限
額

　

は
30
万
円
）

　

詳
し
く
は
市
役
所
都
市
計
画

課
☎
４
４
３
│
１
４
３
０
へ
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

　

耐
震
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
居
環
境
の
確
保
と
市
内
産

業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

市
内
の
施
工
業
者
に
よ
り
自
己

所
有
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
行
っ
た
市
民
に
対
し
、
工
事

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

実
施
す
る
前
に
、
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
申
請
前
に
工
事

を
行
わ
れ
た
場
合
は
、
補
助
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

補
助
額

　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
要
す
る

　

経
費
の
１
０
０
分
の
10
以
内

　

（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
、

　

上
限
額
は
10
万
円
）

　

詳
し
く
は
市
役
所
都
市
計
画

課
☎
４
４
３
│
１
４
３
０ 

へ
。

八
街
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
　

６
月
１
日
㈮
か
ら
受
付
開
始

○
「
落
花
生
の
郷
や
ち
ま
た
応

　

援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
」

　

と
し
て
、
市
内
在
住
の
方
か

　

ら
３
０
０
０
０
円
の
寄
附

※
寄
附
の
使
途

　

心
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
ま
ち

　

づ
く
り
〔
教
育
、
文
化
、
ス

　

ポ
ー
ツ
〕

善
意
あ
り
が
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す


